
『恩送り』 校長 萩原 百合子

校長室から見える山の景色や、学校周りの木々の色が春を感じさせてくれる季節とな

りました。教室からは、卒業式の合唱練習の声が聞こえてきて、卒業の日が近づいてき

たことを実感します。

2月22日には、『６年生を送る会』が行われました。１年生から５年生まで、それぞ

れの学年が工夫を凝らし、合唱や合奏、ダンスなどを披露し、６年生に感謝の気持ちを

伝えていました。1年生は手作りのメダルをプレゼントしたり、たてわり班で伝言ゲー

ムをしたり、6年生からは合唱と合奏で”ありがとう”の思いが伝えられました。温か

く和やかな会で全員の想いが繋がった時間となりました。この会が終わったことで半原

小学校のリーダーが６年生から５年生に引き継がれました。これからは、５年生がリー

ダーとして活躍してくれることを、期待します。

3月になってから、６年生と給食の会食をしています。グループごとに校長室を訪ね

て来て、日頃の教室での様子や、中学校に向けての話(教科や部活動)を聞かせてくれま

す。私は、この6年生が1年生の時に教頭で在籍していたこともあり、1年生当時の話で

盛り上がったりしています。ちょっと緊張しながらも、とても良い表情でお話をしてく

れるので、一人ひとりと話ができるこの時間がとても楽しみです。中学生になることは、

不安よりも期待の方が大きいようで、ほっとしています。このままの表情で、元気に中

学校生活を過ごして欲しいと願います。

3月5日の朝会では、『恩送り』というお話をしました。『お世話になった人に恩を返す』

という意味で、恩返しという言葉をよく聞くと思いますが、日本には『恩送り』という

すてきな言葉がありました。恩送りとは、『誰かから受けた恩を直接その人に返すのでは

なく別の人に送ること。そして送られた人がさらに別の人に渡して、世の中をぐるぐる

回っていくこと』です。大人も子どもも、恩送りが自然にできるようになると、世の中

は温かい雰囲気になるのではないでしょうか。

卒業式は、3月20日(水)に行われます。これまで保護者の皆さまに支えていただいた

ことや地域の皆さまに見守っていただいたことで、子どもたちは大きく

成長できました。新たな世界に旅立つ決意を持って、卒業証書を受け

取ってくれるはずです。子どもたちの門出を、一緒に祝福していただ

けたらと思います。

≪お礼≫

2月23日に、町ＰＴＡ活動研究大会・教育講演会が行われ、今年は半原小学校の発表

がありました。この日のために、PTA本部の皆さんは昨年末から準備を始め、資料集め

や構成に時間をかけてきました。当日の発表は、とても楽しいものでした。

ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

学校だより ３月号

「はんばら」
「６年生を送る会について」 児童会担当 中山竜巳

２月２２日に、『６年生を送る会』が行われました。リーダーとして、半原小学校を

引っ張ってくれた６年生への感謝の会です。各学年からの心のこもったダンスや歌の

発表、たてわりでのゲームなどが行われました。６年生からも素晴らしい合唱、合奏

の発表と、在校生へのバトンを託す立派なあいさつがありました。最後には、たてわ

りグループで作ったプレゼントを6年生全員に贈りました。はにかみながらも､プレゼ

ントをもらう6年生の姿が大変印象的でした。

みんなが笑顔になれる、温かい会となりました。たてわり活

動は、半原小学校の自慢の活動です。3月２０日の卒業式では5

年生にしっかりバトンを引き継いでくれると思います。

５日(金) 始業式・着任式・入学式

3～6年下校9:25・2年下校11:00

8日(月)１年生下校11:30(18日まで)

10日(水)給食開始・離退任式・尿検査

給食費引き落とし日(2～6年)

11日(木)昼休み(クラブ決め)・

PTA新旧本部会

15日(月)委員会

16日(火)朝会

18日(木)全国学力学習状況調査(６年)

町学力検査(５年)

19日(金)１年生給食開始日

20日(土)5校時・授業公開・懇談会

PTA総会・下校14:00

22日(月)授業参観振替休業

24日(水)特別日課５校時13:50下校

25日(木)避難訓練・PTA本部会

26日(金)登校班下校指導

「地域とともにある学校」づくりを

めざして 教頭 大塚 隆

先日、以前PTA会長をしていた方と

話す機会があり、その頃の半原小学校の

児童は７００人と聞いてびっくりしまし

た。児童数だけでなく、学校を取り巻く

環境も日々変化しています。子どもや学

校の抱える課題の解決には、学校と家庭

・地域社会の連携・協働がこれまで以上

に必要になります。家庭、地域、学校・

行政が一体となり、子どもに関わるすべ

ての人々が共に支え合うことで半原が活

性化して、「地域とともにある学校」づ

くりを進めることは、これからの地域づ

くりの核となっていきます。

半原小では学校・家庭・地域がそれぞ

れの教育的な役割と責任を自覚し、生活

リズムの向上など家庭の教育力向上を支

援するとともに、家庭や地域と連携・協

働した教育活動に取り組む

ことにより、「地域ととも

にある学校」の実現をめざ

していきます。

新登校班体制スタート 安全担当 重田志野

３月７日から、新登校班の体制がスタートしました。今年度、半原小児童が大

きなけがも無く、安全に登校することができたことは、とても良かったと思いま

す。特に、班長を任された児童は、班員のことを考え、歩く速さや並び方を工夫

しており、リーダーとしての責任感を感じました。また、進んで挨拶をする姿は

とても気持ちのよいものでした。地域の皆様にも、見守りなど、多くの面で協力

していただきました。感謝しております。ありがとうございました。ぜひ今後と

も暖かく見守っていただけたらと思います。

平成３１年３月１５日
愛川町立 半原小学校
校長 萩原 百合子
電話 ２８１－０１４４
３月１日の児童数２９４人




